
家族からみた人物像、職人として仕事に向き合う姿勢

　仕事に関しては厳しい一面もありましが、普段触れる時は人当たりが良く、後輩の育成にも力を

入れていたようです。
　休日は、ほとんど釣りに出かけており、特に鮎釣りの季節を楽しみにしていました。毎晩のよう
にお酒を妻 (久惠 )に注意されながら呑んでいました。お酒のことで注意されることも多かった人で
したが、妻ありきの人でした。内助の功という言葉がしっくりくる程、孫の目からみても、妻の存
在は大きなものでした。
　家族で食卓を囲む時には、戦時中の話、社会について、人づき合いについてなど色々な話をして
くれました。

　職人として陶器に向き合う姿勢は、70年程一貫して真面目に真摯に向き合っていたと感じます。
早寝早起きが習慣であり、仕事場に着くと散歩に出かけ、毎日決まった時間に食事を取り、仕事をし、
帰宅しました。若い頃は苦労したという話は何度も聞いたものです。

展覧会について

京焼・清水焼の絵付け師であった故 河野仁 (1932-2019) の遺作展。

テーマは『春』。
4月、5月 (5 月から一部展示替え予定 )

展覧会コンセプト

桜や雲錦、5月に入ると菖蒲などの器を展示予定。展覧会を見に来てくれた人たちに春という季節を
感じてもらえたらと企画しています。

会場について

河野仁の工房であった東山区の長屋を改装し、建物の 2F を展示会場としています。

色絵という技法

今回展示されている器は、色絵(過去、上絵と呼ばれていた技法ですが、現在は色絵と呼ばれています)
という技法で描かれています。器が出来上がるまでの流れは、素焼きに上薬 (釉薬 )をかけて、焼い
たものに絵付けをするのが色絵付け。色絵付けをした後、窯に入れ、760 度程で焼く。(金など金属
で絵付けを施した場合には、もう少し低温で焼く )

補足

雲錦について

満開の桜を白雲に、色づいた紅葉を錦織に見立てた言葉。春と秋に使える京焼の代表的なデザイン
の 1つ。

素焼きについて

土を成形し、窯に入れ、750～950 度程で焼いたもの。

色絵の具について

主に「顔料」と呼ばれる鉱物 (金属 )系の個体粉末と、定着や光沢のために必要なガラス成分が含ま
れています。

展覧会企画、展覧会はがきデザイン : たにぐちあゆこ
作品提供、企画サポート : 谷口えり子

　　　　　　　　　　　　　　河野仁　(号　桃雲 )　陶歴

昭和　7 年 (1932 年 )　愛媛県に生まれる
昭和 25年 (1950 年 )　京焼・清水焼業界にて上絵技法を習う
　　　　　　　　　　　日本画を村山好生先生に師事
昭和 35年 (1960 年 )　京都上絵陶磁器展にて知事賞　以後、市長賞各賞を受賞
昭和 59年度 (1984 年度 )～平成 28年度 (2016 年度 )　京都市産業技術研究所にて技術指導を行う
昭和 61年 (1986 年 )　京焼・清水焼展にて大阪通商産業局長賞を受賞
昭和 62年 (1987 年 )　京焼・清水焼展にて市長賞を受賞
昭和 61年 (1986 年 )　京焼・清水焼伝統工芸士に認定される
平成  6 年 (1994 年 )　京都市伝統産業技術功労者賞を受賞
平成 11年 (1999 年 )　第 41 回色絵陶芸展にて知事賞を受賞
平成 14年 (2002 年 )　第 44 回色絵陶芸展にて京都陶磁器協同組合連合会会長賞受賞
平成 17年 (2005 年 )　瑞宝単光章の叙勲に浴する
令和  1 年 (2019 年 )　永眠
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